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七
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踏
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に
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す
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働
き
方
改
革
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
た
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
と
、
深
刻
な
過
労
死
の
現
状

の
把
握
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
含
む
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
以

下
、
働
き
方
改
革
法
案
と
い
う
。
）
が
平
成
三
十
年
四
月
六
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
六
月
二
十
九
日
に
、
参
議
院
本
会
議
で

可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

二
〇
一
八
年
七
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
百
四
十
三
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
は
、
事
務
局
で
あ
る
厚
生

労
働
省
か
ら
「
今
後
議
論
い
た
だ
く
省
令
や
指
針
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
（
案
）
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
に

は
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯

決
議
」
（
以
下
、
本
件
附
帯
決
議
と
い
う
。
）
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
、
労
働
政
策
審
議
会
で
議
論
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事

項
の
全
て
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
特
に
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

に
お
け
る
、
対
象
労
働
者
の
裁
量
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
関
す
る
附
帯
決
議
を
、
ど
の
よ
う
に
政
省
令
に
書
き
込
む
か
に
つ

い
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
で
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

一



二

本
件
附
帯
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
論
点
の
中
で
、
労
働
政
策
審
議
会
で
議
論
す
る
の
は
、
何
項
目
の
ど
の
よ
う
な
決
議
内

容
で
す
か
。

三

加
藤
大
臣
は
、
平
成
三
十
年
七
月
六
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
「
過
去
五
年
の
裁
量
労
働
制
が
違
法
に
適
用
さ

れ
て
い
た
過
労
死
の
件
数
を
年
度
ご
と
に
調
べ
、
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
そ
の
デ
ー
タ
の
把

握
を
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
に
調
査
し
、
公
表
し
ま
す
か
。
ま
た
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
も
裁
量
労
働
制
と
同
様
に
、
違
法
に
適
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
の
過
労
死
が
発
生
す
る
危
険
性

が
大
き
い
の
で
、
今
後
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
過
労
死
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
裁
量
労
働
制
と
同
様
に
、

違
法
に
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
が
過
労
死
し
た
件
数
も
、
年
度
ご
と
に
公
表
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

四

労
働
時
間
規
制
が
緩
い
た
め
、
労
働
基
準
法
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
管
理
監
督
者
（
以
下
、
管
理
監
督
者
と

い
う
。
）
の
過
労
死
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
労
災
認
定
さ
れ
た
過
労
死
の
中
で
、
管
理
監
督
者
の
過
労
死
の
件

数
は
何
件
で
し
た
か
。
も
し
、
ま
だ
件
数
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
件
数
を
把
握
し
、
発
表
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

二



五

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
過
労
死
が
出
る
と
い
う
強
い
懸
念
が
、
働
き
方
改
革
法
案
の
審
議
の
中
で
示
さ
れ
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
過
労
死
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
制
度
の
廃
止
な
ど
、
速
や
か
な
対
応
が
必
要
で
す
。
つ
い
て
は
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
は
、
毎
年
六
月
末
ま
で
に
前
年
度
の
件
数
を
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
適
用
労
働
者

に
つ
い
て
過
労
死
で
労
災
申
請
が
あ
っ
た
時
点
で
、
匿
名
で
よ
い
の
で
、
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
公
表
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
過
労
死
認
定
が
決
定
さ
れ
た
時
点
で
、
匿
名
で
よ
い
の
で
公
表
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

六

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
適
用
労
働
者
に
つ
い
て
、
過
労
死
に
よ
る
労
災
保
険
の
申
請
や
、
過
労
死
認
定
が
行

わ
れ
た
際
に
は
、
す
み
や
か
に
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
廃
止
な
ど
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

七

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
は
、
過
労
死
の
リ
ス
ク
が
強
く
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、

健
康
確
保
措
置
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
論
し
、
働
き
方
改
革
法
案
を
成
立
さ
せ
、
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
も
し
、
懸
念
通
り
に
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
適
用
労
働
者
が
過
労
死
し
た
場
合
は
、
政
府
は
ど

の
よ
う
な
責
任
を
と
り
ま
す
か
。
政
府
の
楽
観
的
な
、
甘
い
見
通
し
に
よ
り
、
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
、
誰
が
そ

の
責
任
を
負
う
の
で
す
か
。

八

学
校
教
員
の
長
時
間
労
働
や
過
労
死
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
教
員
の
過
労
死
と
し
て
認
定
さ
れ
た

三



件
数
は
何
件
で
す
か
。
も
し
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
早
急
に
把
握
し
、
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

右
質
問
す
る
。

四


